
昨
年
六
月
の
全
国
商
工
会
連
合
会

長
へ
の
就
任
以
降
、
商
工
会
も
原

点
に
立
ち
返
り
、
巡
回
訪
問
を
強

化
し
、
き
め
細
か
い
経
営
支
援
に

よ
る
産
業
や
地
域
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ

の
再
生
に
向
け
た
地
道
な
活
動
を

推
進
し
て
い
る
と
こ
ろ
で

あ
る
。
一
方
、
商
工
会
は

現
在
十
四
商
工
会
に
再
編

さ
れ
て
お
り
、
本
年
四
月

に
は
小
矢
部
・
津
沢
の
両

商
工
会
が
合
併
す
る
。
ま

た
今
年
は
商
工
会
法
施
行

五
十
周
年
の
節
目
の
年
に

も
あ
た
る
。
そ
う
し
た
こ

と
か
ら
商
工
会
ネ
ッ
ト

ワ
ー
ク
を
さ
ら
に
密
な
る

も
の
と
し
、
新
し
い
産
業

の
創
造
や
地
域
コ
ミ
ュ
ニ

テ
ィ
維
持
活
動
を
担
う

人
々
の
組
織
化
な
ど
に
も
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冒
頭
に
石
澤
会
長
は
「
地
域
中

小
・
小
規
模
企
業
を
取
り
巻
く
経

営
環
境
は
、
ド
バ
イ
シ
ョ
ッ
ク
に

よ
る
円
高
等
の
影
響
も
あ
り
依
然

と
し
て
厳
し
く
、
先
行
き
不
透
明

な
状
況
が
続
い
て
い
る
。
私
は
、

Contents

２　商工会関係県議会議員との懇談会
３　認定企業にみる経営革新のポイント
４　高岡市商工会「会員交流大会」を開催、景況情報、
　　商工会の決算公告システム
５　青年部・女性部「元気な商工会地域づくり支
　　援事業」の取り組み経過
６　各種セミナ－開催のご案内
７　元気推奨優良店 富山県知事賞 ＜ Café de
　　deux deux deux（カフェ・ド・ドゥ・ドゥ・ドゥ）＞
８　お知らせ、イベント

商工
春
秋
▼
Ｎ
Ｈ
Ｋ
大

河
ド
ラ
マ
「
竜

馬
伝
」
が
始
ま
っ
た
。
竜

馬
を
中
心
と
し
た
若
手
俳
優
た

ち
の
演
技
が
清
々
し
い
。
ご
存

じ
の
通
り
、
竜
馬
は
海
外
貿
易

を
主
と
す
る
「
海
援
隊
」
を
組

織
し
た
。
当
時
で
は
稀
に
み
る

グ
ロ
ー
バ
ル
な
視
野
を
持
っ
た

活
動
と
言
え
よ
う
▼
現
代
に
お

け
る
グ
ロ
ー
バ
ル
化
と
は
何
だ

ろ
う
か
。
一
つ
は
製
造
・
加
工

技
術
の
平
準
化
。
日
本
人
も
指

導
者
と
し
て
海
外
で
活
躍
し
て

い
る
。
日
本
人
同
士
競
い
合
っ

て
い
る
が
ご
と
し
。
も
う
一
つ

は
品
質
の
柔
軟
化
。
そ
の
国
の

仕
様
・
ニ
ー
ズ
に
応
じ
た
品
質

で
あ
れ
ば
高
品
質
で
な
く
て
も

良
い
と
い
う
。
激
化
す
る
価
格

競
争
の
究
極
の
選
択
か
。
い
ず

れ
も
「
も
の
づ
く
り
大
国
」
の

日
本
に
と
っ
て
脅
威
で
あ
る
▼

こ
ん
な
時
、
竜
馬
な
ら
ど
う
し

た
だ
ろ
う
か
。
プ
ラ
グ
イ
ン
自

動
車
や
バ
イ
オ
マ
ス
等
の
新
エ

ネ
ル
ギ
ー
分
野
な
ど
・・・
。
き
っ

と
眼
を
凝
ら
し
必
死
で
活
路
を

見
出
し
た
で
あ
ろ
う
。
竜
馬
の

言
葉
を
借
り
て
「
く
よ
く
よ
せ

ん
と
元
気
を
だ
し
て
い
く
が
ぜ

よ
！
」
と
言
っ
た
と
こ
ろ
か
。

貢
献
し
て
い
き
た
い
。
県
・
市
町

村
を
は
じ
め
と
し
た
関
係
機
関
の

引
き
続
き
の
ご
支
援
を
お
願
い
し

た
い
」
と
挨
拶
。

　

続
い
て
、平
成
二
十
一
年
度「
元

気
推
奨
優
良
店
」
の
表
彰
を
行
い
、

石
井
県
知
事
、
森
県
市
長
会
長
、

石
澤
会
長
か
ら
そ
れ
ぞ
れ
受
賞
者

に
表
彰
状
と
記
念
品
が
授
与
さ
れ

た
。

　

そ
の
後
、
石
井
知
事
、
梶
県
議

会
議
長
、
南
県
商
工
会
議
所
連
合

会
副
会
長
の
祝
辞
が
あ
り
、
森
県

市
長
会
長
の
発
声
で
乾
杯
。
県
、

県
議
会
、
関
係
団
体
、
金
融
機
関

代
表
等
の
来
賓
、
商
工
会
長
ら
出

席
者
は
和
や
か
に
懇
談
し
た
。

　

県
商
工
会
連
合
会（
石
澤
義
文
会
長
）は
一
月
八
日
、
名
鉄
ト
ヤ
マ
ホ

テ
ル
に
お
い
て「
新
春
懇
談
会
」を
開
催
し
た
。
石
井
県
知
事
他
多
数
の

来
賓
と
県
下
十
四
商
工
会
正
副
会
長
等
役
員
・
事
務
局
責
任
者
ら
約
九
十

名
出
席
の
も
と
、
産
業
や
地
域
の
再
生
と
商
工
会
組
織
の
前
進
に
向
け
た

決
意
を
表
明
し
た
。

新
春
懇
談
会

産
業
や
地
域
の
再
生
と

　
商
工
会
組
織
の
前
進
に
向
け
邁
進
！

「産業や地域の再生と商工会組織の前進」に向けた
決意を表明する石澤会長
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石
澤
会
長
は
『
県
の
財
政
状
況

が
厳
し
い
こ
と
は
承
知
し
て
い
る

が
、
現
在
要
望
し
て
い
る
平
成

二
十
二
年
度
の
商
工
会
関
係
予
算

確
保
の
ご
支
援
を
是
非
お
願
い
申

し
上
げ
た
い
。
ま
た
、
昨
年
十
一

月
の
富
山
県
で
の
青
年
部
全
国
大

会
開
催
に
あ
た
り
、
予
算
確
保
等

の
ご
支
援
を
頂
き
、
お
陰
を
も
ち

ま
し
て
盛
会
裡
に
終
え
る
こ
と
が

で
き
大
変
感
謝
し
て
い
る
。
実
は

来
年
二
十
三
年
に
女
性
部
全
国
大

会
が
富
山
で
開
催
さ
れ
る
こ

と
が
内
定
し
た
。
再
度
と
な

り
ま
す
が
、
県
議
の
皆
様
に

は
県
へ
の
予
算
要
望
等
に
対

し
て
ご
支
援
を
お
願
い
し
た

い
。
一
方
、
昨
年
の
同
懇
談

会
で
「
ま
ち
づ
く
り
の
推
進

に
か
か
る
条
例
」
の
制
定
に

つ
い
て
ご
提
案
申
し
上
げ
、

五
月
に
は
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト

チ
ー
ム
を
立
ち
上
げ
て
頂
い

た
。
本
日
は
、
そ
の
検
討
経

過
に
つ
い
て
も
報
告
頂
け
る

と
の
こ
と
で
あ
り
、
限
ら
れ

た
時
間
で
あ
る
が
有
意
義
な

懇
談
と
し
て
い
き
た
い
』
と

開
会
挨
拶
。

　

こ
れ
に
対
し
、
坂
田
代
表
幹
事

か
ら
「
現
下
の
厳
し
い
経
済
情
勢

で
は
あ
る
が
、
私
達
県
議
会
と
し

て
も
連
合
会
並
び
に
商
工
会
と
一

丸
と
な
っ
て
地
域
商
工
業
者
の
た

め
に
力
を
尽
く
し
て
ま
い
り
た

い
。
ま
た
商
工
会
関
係
予
算
に
つ

い
て
は
全
力
を
あ
げ
て
確
保
に
努

め
た
い
」
と
挨
拶
が
あ
っ
た
。

　

懇
談
会
で
は
最
初
に
、
事
務
局

か
ら
「
平
成
二
十
二
年
度
商
工
会

関
係
予
算
の
要
望
状
況
や
商
工
会

組
織
の
現
状
、
重
点
取
り
組
み
事

業
」
に
つ
い
て
説
明
が
あ
っ
た
。

　

引
き
続
き
、
県
議
会
議
員
会 

政
務
調
査
会 
ま
ち
づ
く
り
条
例

（
仮
称
）
検
討
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
チ
ー

ム 

座
長 

の
中
川
議
員
よ
り
、
ま

ち
づ
く
り
条
例
制
定
に
向
け
て
の

取
り
組
み
状
況
に
つ
い
て
報
告
が

あ
り
、『
昨
年
五
月
の
プ
ロ
ジ
ェ

ク
ト
チ
ー
ム
設
置
以
降
、
県
・
経

済
団
体
等
と
の
意
見
交
換
や
神
奈

川
・
栃
木
・
宮
城
の
条
例
制
定
に

係
る
先
進
県
の
視
察
、
県
内
商
店

街
等
へ
の
視
察
・
意
見
交
換
、
ア

ン
ケ
ー
ト
調
査
な
ど
の
情
報
収
集

や
検
討
を
行
っ
て
き
た
。
一
口
に

「
ま
ち
づ
く
り
条
例
」
と
言
っ
て

も
大
変
間
口
が
広
く
、
絞
り
込
む

内
容
に
苦
慮
し
て
い
る
。
よ
り
良

い
も
の
と
す
る
た
め
、
引
き
続
き

ご
意
見
を
お
願
い
し
た
い
。
今
年

の
六
月
議
会
に
は
何
と
か
間
に
合

わ
せ
た
い
と
考
え
て
い
る
』
と
説

明
さ
れ
た
。

　

ま
た
、
出
席
し
た
議
員
か
ら
も

「
商
工
業
者
の
皆
さ
ん
の
た
め
と

な
る
も
の
を
目
指
し
て
い
る
」「
ど

こ
ま
で
条
例
に
盛
り
込
め
ば
良
い

の
か
難
し
い
」「
商
工
会
へ
の
加

入
等
に
も
繋
が
れ
ば
と
考
え
て
い

る
」
な
ど
の
発
言
が
あ
っ
た
。

●
出
席
い
た
だ
い
た
県
議
会
議
員
の

お
名
前
（
順
不
同
・
敬
称
略
）

　

坂
田　

光
文　
　

宮
本　

光
明

　

高
平　

公
嗣　
　

井
村　

昭
彦

　

鹿
熊　

正
一　
　

酒
井　

眞
次

　

山
辺　

美
嗣　
　

武
田　

慎
一

　

上
田　

英
俊　
　

中
川　

忠
昭

　

矢
後　
　

肇　
　
　
　

商
工
会
関
係
県
議
会
議
員
と
の
懇
談
会

商
工
会
関
係
県
議
会
議
員
と
の
懇
談
会

　
県
商
工
会
連
合
会
は
一
月
八
日
、
新
春
懇
談
会
（
一
面
に
記
事
掲
載
）

に
先
立
ち
、
県
商
工
会
議
員
連
盟
（
坂
田
光
文
代
表
幹
事
）
の
県
議
会

議
員
ら
（
十
一
名
出
席
）
を
迎
え
「
平
成
二
十
二
年
度 

商
工
会
関
係
予

算
要
望
」
や
「
富
山
県
版 
ま
ち
づ
く
り
条
例
（
仮
称
）
制
定
に
向
け
て

の
現
在
の
状
況
等
」
に
つ
い
て
意
見
交
換
を
行
っ
た
。

「商工会関係県議会議員」を迎え意見交換

商
工
業
者
の
皆
さ
ん
の
た
め

と
な
る
「
ま
ち
づ
く
り
条
例
」

の
制
定
を
目
指
し
て
！
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独
自
の
加
工
技
術
を
オ
ン
リ
ー

ワ
ン
の
商
品
開
発
に
活
か
し
た
事

例
を
ご
紹
介
し
ま
す
。

m

会
社
概
要

会
社
名　

シ
バ
タ
シ
シ
ュ
ウ
工
芸

代
表
者　

柴
田　

康
晴

所
在
地　

富
山
県
南
砺
市
川
西

設　

立　

平
成
四
年
七
月

業　

種　

繊
維
加
工
業
（
刺
繍
）・

　
　
　
　
　
　
　
　

製
造
・
販
売

認
定
日　

平
成
二
十
年

　
　
　
　
　
　
　
　

十
二
月
八
日

m

経
営
革
新
の
テ
ー
マ

　

独
自
の
刺
繍
技
術
を
畳
地
に
活

か
し
た
商
品
を
開
発
し
、
外
国
人

観
光
客
を
中
心
と
し
た
販
売
を
通

じ
て
、
失
わ
れ
つ
つ
あ
る
日
本
の

伝
統
遺
産
で
あ
る
畳
文
化
の
継
承

を
図
る
。

m

経
営
革
新
の
内
容

　

同
社
は
平
成
四
年
に
㈱
ゴ
ー
ル

ド
ウ
ィ
ン
の
刺
繍
部
門
の
協
力
工

場
と
し
て
ス
タ
ー
ト
し
、
順
調
に

業
績
を
伸
ば
し
て
き
た
が
、
時
代

の
流
れ
と
共
に
そ
の
需
要
が
激
減

し
、
新
た
な
経
営
の
柱
が
必
要
と

な
っ
て
き
た
。
同
社
の
刺
繍
に
お

け
る
技
能
は
、
同
業
他
社
に
は
出

来
な
い
一
定
の
固
さ
以
上
の
も
の

や
細
か
い
も
の
な
ど
も
刺
繍
加
工

出
来
る
と
い
う
繊
細
か
つ
高
度
な

も
の
で
あ
る
。
そ
こ
で
、
保
有
す

る
刺
繍
機
に
対
す
る
高
精
度
な
オ

ペ
レ
ー
シ
ョ
ン
技
能
や
絵
柄
の
デ

ザ
イ
ン
力
を
活
か
し
、
創
作
図
柄

ソ
フ
ト
付
き
コ
ン
ピ
ュ
ー
タ
ー
と

刺
繍
加
工
機
械
と
の
有
効
利
用

を
実
現
し
、
畳
地
に
富
山
県
の

「
花
」「
風
景
」「
特
産
物
」「
歴
史

的
建
造
物
」
な
ど
の
刺
繍
を
施
し

た
コ
ー
ス
タ
ー
や
お
盆
を
開
発
し

た
。
こ
こ
に
同
社
の
独
自
性
・
新

規
性
が
あ
る
と
い
え
る
。
そ
し

て
、
当
商
品
を
「
日
本
の
彩(

Ｎ

Ｉ
Ｐ
Ｐ
Ｏ
Ｎ 

Ｎ
Ｏ 

Ｉ
Ｒ
Ｏ
Ｄ
Ｏ

Ｒ
Ｉ)

」
と
い
う
名
称
で
商
標
登

録
し
「
日
本
の
彩
シ
リ
ー
ズ
」
と

し
て
外
国
人
観
光
客
を
タ
ー
ゲ
ッ

ト
に
地
元
南
砺
市
や
金
沢
、
東
京

の
浅
草
な
ど
で
積
極
的
に
販
売
し

て
い
る
。

m

明
確
な
顧
客
タ
ー
ゲ
ッ
ト

　

国
を
挙
げ
て
の
「
Ｖ
Ｉ
Ｓ
Ｉ
Ｔ 

Ｊ
Ａ
Ｐ
Ａ
Ｎ
」
構
想
に
よ
る
外
国

人
観
光
客
の
増
加
や
、
時
を
同
じ

く
し
て
東
海
北
陸
自
動
車
道
が
全

線
開
通
し
た
時
期
に
、
こ
れ
を
大

き
な
ビ
ジ
ネ
ス
チ
ャ
ン
ス
と
し
て

捉
え
て
、
地
域
色
を
出
し
た
刺
繍

入
り
の
コ
ー
ス
タ
ー
や
手
桶
盆
の

販
売
展
開
を
計
画
し
た
。
そ
れ
を

通
じ
て
、
日
本
の
伝
統
的
生
活
文

化
で
あ
る
「
畳
」
を
世
界
に
広
め
、

国
内
に
お
い
て
も
継
承
の
意
義
を

推
奨
す
る
こ
と
を
重
要
成
功
要
因

の
根
幹
と
位
置
付
け
た
。
明
確
な

顧
客
の
絞
り
込
み
が
市
場
の
実
現

可
能
性
を
高
め
て
い
る
。

m

奉
仕
の
心

　

昨
今
の
住
宅
事
情
を
見
て
も
畳

の
部
屋
が
め
っ
き
り
少
な
く
な
っ

て
き
た
と
言
わ
れ
て
い
る
。
失
わ

れ
つ
つ
あ
る
日
本
の
伝
統
的
な
生

活
遺
産
で
あ
る
畳
文
化
や
、
畳
が

持
つ
健
康
に
や
さ
し
く
身
体
に
安

ら
ぎ
を
与
え
て
く
れ
る
等
の
良
さ

が
忘
れ
ら
れ
な
い
よ
う
、
ま
た
、

外
国
人
観
光
客
へ
畳
文
化
の
周
知

啓
蒙
も
目
的
の
ひ
と
つ
と
し
て
、

社
会
に
貢
献
し
て
い
き
た
い
、
と

い
う
奉
仕
の
心
が
強
く
同
社
の
事

業
理
念
を
支
え
て
い
る
と
こ
ろ
で

あ
る
。

経
営
革
新
に
取
り
組
も
う
！

認
定
企
業
に
み
る
経
営
革
新
の
ポ
イ
ン
ト

畳地に刺繍を施したコースター（左）と手桶盆
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企業の繁栄に 特別増強運動展開中 !

商工貯蓄共済制度
ひとつの掛金で３つの備え

● お申し込み・お問い合わせは地元の商工会へ ●

生命
保障
生命
保障貯 蓄 融 資貯 蓄 融 資

　

決
算
公
告
は
、
規
模
や
株
式
の

公
開
・
非
公
開
の
区
分
、
機
関
設

計
の
如
何
に
関
わ
ら
ず
、
全
て
の

株
式
会
社
に
義
務
づ
け
ら
れ
て
い

ま
す（
会
社
法
第
四
四
〇
条
）。

　

従
来
、
決
算
公
告
は
新
聞
や
官

報
で
行
わ
な
け
れ
ば
な
ら
ず
、
そ

の
費
用
負
担
は
数
万
円
〜
百
数

十
万
円
と
大
き
な
も
の
で
し
た
。

　

現
行
の
会
社
法
で
は
イ
ン
タ
ー

ネ
ッ
ト
の
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
上
で
の

決
算
公
告
を
行
う
こ
と
が
認
め
ら

れ
て
い
ま
す
。
商
工
会
の
決
算
公

告
は
、
低
予
算
で
公
開
で
き
る
の

　

県
商
工
会
連
合
会
が
ま
と
め

た
十
～
十
二
月
期
の
景
気
動
向

調
査
に
よ
る
と
、
本
県
商
工
会

地
域
中
小
企
業
の
業
況
判
断
Ｄ

Ｉ
（「
好
転
」
―
「
悪
化
」
企
業

割
合
の
差
）
は
、前
回
調
査
（
七

～
九
月
）
に
比
べ
五・二
ポ
イ
ン

ト
改
善
の
マ
イ
ナ
ス
五
十・
七

と
な
っ
た
。

　

業
種
別
で
は
製
造
業
が
三
・

七
ポ
イ
ン
ト
改
善
の
マ
イ
ナ

ス
五
十
三・
五
、
建
設
業
が

二
十・
〇
ポ
イ
ン
ト
改
善
の
マ

イ
ナ
ス
二
十
一・
四
、
サ
ー
ビ

ス
業
が
十
四・
〇
ポ
イ
ン
ト
改

善
の
マ
イ
ナ
ス
五
十
一・
一
と

な
っ
た
。
一
方
、
小
売
業
が

十
三・
七
ポ
イ
ン
ト
悪
化
の
マ

イ
ナ
ス
六
十
九・
二
の
調
査
結

果
と
な
っ
た
。

　

な
お
、
次
期
（
二
十
二
年 

一

～
三
月
）
に
つ
い
て
は
、
今
期

と
比
べ
〇・
七
ポ
イ
ン
ト
の
改

善
を
予
測
し
て
い
る
。

で
、
お
勧
め
で
す
。

　
実
施
方
法
は
、商
工
会
イ
ン
タ
ー

ネ
ッ
ト
サ
ー
ビ
ス
の
一
〇
〇
万
会

員
ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク
を
利
用
し
て
、

ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
を
持
た
な
い
小
規

模
事
業
者
に
も
、
決
算
公
告
の
機

会
を
提
供
い
た
し
ま
す
。

　

決
算
公
告
掲
載
の
申
し
込
み
に

つ
い
て
は
、
最
寄
り
の
商
工
会
ま

で
お
問
い
合
わ
せ
下
さ
い
。

中
小
企
業
の
景
況  

五
・
二
ポ
イ
ン
ト
改
善
！

景
況
情
報
　
十
～
十
二
月
期

　

高
岡
市
商
工
会
は
昨
年
四
月
、

戸
出
・
福
岡
・
中
田
の
三
商
工
会

が
合
併
し
て
発
足
し
、
会
員
数
は

約
千
百
名
。
本
部
を
戸
出
に
置
き
、

旧
商
工
会
は
そ
れ
ぞ
れ
支
所
と

な
っ
て
い
る
。

　

大
会
は
会
員
同
士
の
交
流
や
情

報
交
換
な
ど
を
通
じ
、
お
互
い
の

「
絆
（
き
ず
な
）」
を
深
め
、
地
域

の
枠
を
超
え
た
商
工
会
活
動
を
展

開
す
る
こ
と
、
そ
し
て
会
員
や
地

域
か
ら
今
ま
で
以
上
に
支
持
さ
れ

る
商
工
会
を
目
指
し
開
催
し
た
も

の
で
あ
る
。

　
「
記
念
講
演
会
」
に
は
講
師
に
早

稲
田
大
学
大
学
院 

公
共
経
営
研
究

科
教
授
で
元
三
重
県
知
事
の
北
川

正
恭
氏
を
迎
え
「
新
し
い
時
代
の

政
治
と
地
域
の
自
立
」
と
題
し
て

の
講
演
が
あ
っ
た
。

　
「
交
流
パ
ー
テ
ィ
ー
」
で
石
澤
会

長
は
「
商
工
会
は
合
併
を
機
に
、

会
員
の
加
入
促
進
と
巡
回
訪
問
の

徹
底
に
よ
る
一
層
の
経
営
支
援
強

化
を
図
っ
て
い
る
。
会
員
並
び
に

関
係
各
位
の
ご
理
解
と
ご
支
援
を

賜
り
た
い
」
と
開
会
挨
拶
。

　

そ
の
後
、
全
国
商
工
会
連
合
会

役
員
功
労
の
表
彰
状
伝
達
、
高
田

高
岡
市
副
市
長
・
盤
若
高
岡
市
議

会
議
長
よ
り
の
来
賓
祝
辞
が
行
わ

れ
、
井
村
県
議
会
議
員
の
発
声
で

乾
杯
。

　

出
席
者
は
津
軽
三
味
線
の
演
奏

会
な
ど
も
あ
り
、
和
や
か
な
雰
囲

気
で
懇
談
し
た
。

　

ま
た
、
同
セ
ン
タ
ー
で
地
区
内

の
物
産
紹
介
や
即
売
会
も
同
時
開

催
さ
れ
た
。

　
高
岡
市
商
工
会
は
一
月
二
十
五
日
、
高
岡
市
ふ
く
お
か
総
合
文
化
セ

ン
タ
ー
に
お
い
て
、
約
二
百
七
十
名
の
出
席
の
も
と
、
合
併
後
初
め
て

の
「
会
員
交
流
大
会
」
を
開
催
し
た
。

会
員
や
地
域
か
ら
今
ま
で
以
上
に
支
持
さ
れ
る
商
工
会
を
目
指
し
て
！

高
岡
市
商
工
会「
会
員
交
流
大
会
」を
開
催

高
岡
市
商
工
会「
会
員
交
流
大
会
」を
開
催「交流パ−ティ−」で開会挨拶する石澤会長
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地
域
の
祭
り
に
訪
れ
る
観
光
客

に
対
し
て
浴
衣
を
貸
し
出
し
、
そ

の
着
付
け
を
女
性
部
員
が
行
っ
た
。

　

そ
れ
は
浴
衣
姿
で
祭
り
の
会
場

周
辺
を
散
策
し
て
も
ら
う
こ
と
に

よ
り
、
街
並
み
に
彩
り
と
雰
囲
気

の
盛
り
上
が
り
を
期
待
し
、
ま
た

今
後
の
観
光
Ｐ
Ｒ
に
一
役
担
い
た

い
と
企
画
。
着
付
け
を
担
当
す
る

部
員
向
け
の
講
習
会
の
実
施
や
企

画
内
容
の
周
知
を
精
力
的
に
行
っ

た
。
そ
の
甲
斐
が
あ
り
、
七
月
開

催
の「
戸
出
七
夕
ま
つ
り
」と
九
月

開
催
の「
つ
く
り
も
ん
ま
つ
り
」の

二
回
で
計
五
十
名
を
超
え
る
着
用

の
希
望
が
あ
っ
た
。
着
用
者
の
評

判
も
良
く「
次
年
度
以
降
も
こ
の

企
画
を
続
け
て
ほ
し
い
」と
の
声

が
数
多
く
聞
か
れ
た
。

　

本
年
度
、
青
年
部
・
女
性
部
の
「
元
気
な
商
工
会
地
域
づ
く
り
支
援
事
業
」
に
六
件
が
採
択
さ
れ
て

い
る
。そ
の
取
り
組
み
の
経
過
に
つ
い
て
紹
介
す
る〈
南
砺
市
分（
二
件
）に
つ
い
て
は
次
月
号
に
掲
載
〉。

　

富
山
県
一
の
温
泉
街
を
有
す
る

宇
奈
月
温
泉
。
観
光
客
へ
の
土
産

品
と
な
る
新
た
な
特
産
品
を
提
案

し
、
宇
奈
月
温
泉
の
Ｐ
Ｒ
と
活
性

化
を
図
っ
て
い
こ
う
と「
黒
部
川

扇
状
地
伏
流
水
」を
使
用
し
た
地

サ
イ
ダ
ー
「
黒
部
の
泡
水（
あ
わ

み
ず
）」を
開
発
し
た
。

　

今
後
、
地
元
の
旅
館
や
土
産
品

店
、
県
内
観
光
施
設
等
へ
の
Ｐ
Ｒ

に
努
め
る
と
と
も
に
、「
温
泉
水
」

を
利
用
し
た
サ
イ
ダ
ー
の
商
品
化

を
目
指
し
た
い
と
し
て
い
る
。

　

八
尾
山
田
の
地
域
資
源
を
活
用

し
付
加
価
値
が
あ
り
、
地
域
が
活

気
づ
く
よ
う
な
特
産
品
を
作
り
た

い
と
検
討
を
ス
タ
ー
ト
。
山
田
地

域
特
産
の「
じ
ゃ
が
い
も
」を
使
っ

た
コ
ロ
ッ
ケ
の
開
発
を
行
う
こ
と

と
な
っ
た
。

　

商
品
名
は
山
田
地
域
で
昔
か
ら

「
じ
ゃ
が
い
も
」の
こ
と
を「
て
ん
こ

ろ
」と
呼
ん
で
い
た
こ
と
か
ら「
て

ん
こ
ろ
ボ
ー
ル
」と
命
名
。

　

そ
の
コ
ロ
ッ
ケ
の
特
徴
は
、
ネ
ー

ミ
ン
グ
に
も
な
っ
て
い
る
が
、
形
が

通
常
の
よ
う
な「
小
判
型
」や「
俵
型
」

と
違
い「
丸
い
」と
こ
ろ
。
そ
し
て
普

通
の
コ
ロ
ッ
ケ
は
、
具
材
を
じ
ゃ

が
い
も
に
混
ぜ
込
ん
で
作
る
が「
て

ん
こ
ろ
ボ
ー
ル
」は
中
心
に「
具
」が

入
っ
て
お
り
、
そ
の
具
材
は
季
節
な

ど
に
応
じ
て
ア
レ
ン
ジ
し
て
い
く
こ

と
と
な
っ
た
。

　

今
後
は
、
コ
ロ
ッ
ケ
の
製
作
方

法
な
ど
商
品
内
容
に
一
定
の
統
一

性
を
も
た
せ
、
イ
ベ
ン
ト
へ
の
出

店
や
八
尾
山
田
地
域
の
飲
食
店
等

で
の
販
売
依
頼
、
地
域
住
民
へ
の

周
知
な
ど
に
よ
り
新
た
な
名
物
と

し
て
の
定
着
を
図
っ
て
い
き
た
い

と
し
て
い
る
。

　

　

射
水
市
・
高
岡
市
商
工
会
青

年
部
は
合
同
で「
富
山
の
名
産
品

を
全
国
へ
発
信
し
て
い
こ
う
」と
、

昨
年
十
一
月
に
富
山
で
開
催
さ
れ

た「
青
年
部
全
国
大
会
」向
け
の

「
土
産
品
セ
ッ
ト
」を
開
発
し
た
。

　

富
山
を
象
徴
す
る
地
域
資
源
で

あ
る「
か
ま
ぼ
こ
」を
、
そ
の
土
産

品
と
し
て
選
定
し
、
ま
た
統
一
Ｃ

Ｉ
と
な
る
ロ
ゴ
は
、
デ
ザ
イ
ナ
ー

の
支
援
を
受
け
て
開
発
し
た
。

　

そ
れ
は「
鯛
」「
海
の
幸
」「
風
景
」

な
ど
を
題
材
と
し
た「
装
飾
蒲
鉾
」

を
セ
ッ
ト
し
た
も
の
で
あ
る
。
今

後
は
商
品
内
容
等
を
精
査
し
、
販

路
開
拓
に
向
け
た
取
り
組
み
を
ス

タ
ー
ト
さ
せ
た
い
と
し
て
い
る
。

宇
奈
月
町
商
工
会
青
年
部

商
工
会
青
年
部
実
行
委
員
会
総
務
部
会

高
岡
市
商
工
会
女
性
部

検討会で活発な議論をかわす青年部員

「名水」を使用した
サイダー

青年部全国大会で
ＰＲした「装飾蒲鉾」

「つくりもんまつり」
での浴衣の着用

富
山
市
八
尾
山
田
商
工
会
青
年
部
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各種セミナー開催のご案内（無料）

「経営支援セミナー」「経営支援セミナー」「経営支援セミナー」「経営支援セミナー」

「ビジネスセミナー」「ビジネスセミナー」「ビジネスセミナー」「ビジネスセミナー」

　「ＩＴ編」では、ネット上での販売体制の構築と有効活用の視点からＷＥＢ戦略による新販路開拓について、「金
融編」では、昨年12月に施行された中小企業金融円滑化法と経営改善計画書のポイントについて学びます。
　いずれも最新の販売戦略と強い企業体質づくりの視点から、今の厳しい不況に立ち向かうための必須のテーマ
です。申込は最寄りの商工会まで。

日　時　2月12日（金）午後1時30分～4時30分
場　所　県中小企業研修センター
テーマ　「小さな会社のネット活用術　～ホームページ・ブログは時代の要～」
　　　　　　講　師　㈱ジーアンドエス 代表　萩原　扶未子　氏
　　　　「ＷＥＢ営業戦略構築と成功事例　～ＷＥＢ地域マーケティングによる集客法～」
　　　　　　講　師　ランチェスターマネジメント㈱ 代表　河辺　よしろう　氏

日　時　2月15日（月）午後1時～3時
場　所　県中小企業研修センター
テーマ　「中小企業金融円滑化法と経営改善計画書について」
　　　　　　講　師　北陸財務局富山財務事務所 ・日本政策金融公庫・ 税理士　崎山　強　氏

IT編

金融編

　「建設業編」では、経営革新による新分野への進出・連携について、「製造業編」では、ＩＴを活用した時代が
求める販売戦略とＱＣＤ（生産管理）について学びます。本セミナーは、建設業や製造業を取り巻く厳しい経営
環境を乗り切り、海外の新興勢力に負けない日本のモノづくり技術の承継を目的としています。申込は最寄り
の商工会まで。

日　時　2月17日（水）午後1時30分～4時30分
場　所　県中小企業研修センター
テーマ　「建設業と農商工連携～建設業の新分野進出～」
　　　　　　講　師　マツイマネジメントオフィス　代表　松井　正明　氏
　　　　「環境ビジネスと建設業～環境問題への対応が企業の将来を決める～」
　　　　　　講　師　岩田資源リサイクル事務所　代表　岩田　頼次郎　氏

日　時　2月22日（月）午後1時30分～4時30分
場　所　県中小企業研修センター
テーマ　「製造業におけるＷＥＢマーケティング」
　　　　　　講　師　㈱アックス　代表　中小企業診断士　武井　謙一　氏
　　　　「中小企業におけるモノづくりのデジタル化
　　　　　　　　　　　　　　～エンジニアリングチェーンとサプライチェーン～」
　　　　　　講　師　㈶機械振興協会経済研究所　研究員　近藤　信一　氏

製造
業編

建設
業編

受講者募集！受講者募集！受講者募集！
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平成21年度商工会元気推奨優良店　富山県知事賞

　オーナーシェフ　澤田　慈
住所／小矢部市鷲島 10（クロスランドおやべ内）　電話／ 0766 − 68 − 2922　営業時間／11:00 ～ 21:00（日曜・祝日 11:00 〜 20:00） 　定休日／水曜日

地域食材を活用する
　　『安心安全な店づくり』

は県内や県外のレストラン
に出かけて食べ歩き、それ
を参考に当初無かったカ
レーやピザなどを新たなメ
ニューに加えました。
　昨年からは「おやべの食
材の良さを伝えたい」と市内の農家と提携し、カブや
キャベツ、大根、白菜など新鮮な野菜を低価格で仕入れ、
季節感を持たせたメニューを増やしました。今年は「地
産地消」を意識し「ここでしか食べられないモノ」をさ
らに増やすとともに、夜のセットメニューも新設する計
画です。
　「地元食材の
ＰＲとともに、不
況なので安く提供
することを心がけたい」。
　もっと気軽に来てもら
える店を目指し、日夜努
力を続けることが一番の
生きがいです。

　「来て頂いた人に安らいでもらえる場所を作りたい」を
モットーに、豊かな芝生に囲まれたクロスランドおやべ
でカフェをオープンしたのは、２００６年３月です。今日
まで試行錯誤を続けてきたことで、お陰様で市内外から
訪れるリピーターも増えています。
　私は、幼い頃、食材に手が加わり一つの料理が変化し
ていく様子に驚き「食」に大変興味を持ちました。やがて、
念願がかなって、某高校の調理科で調理師免許を取得し
た後、県内外の料理店などで修業し、同時に接客術や
経営のノウハウを学びました。
　地元に戻った,０５年「気軽にお茶ができる店がない。
自分でやってみよう」と創業を決意。上品さを心がけな
がらも、内装や店のロゴマークは友人の助けを得て安く
仕上げました。店名は、私の誕生日の２月２２日の「２」
を表わす仏語「ドゥ」からとりました。
　オーストリア・ウィーンから直輸入した木イチゴのお茶
など、飲物やデザートのメニューにこだわりましたが、開
店後に気付いたのは「食事」に対する需要の高さでした。
　「あまり周りに、ご飯を食べる場所が無いから、食べ
物がほしい」というお客様の声が多く、暇を見つけて

カフェ・ド・ドゥ・ドゥ・ドゥ
Café de deux deux deux 
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ふれあい青空市「やまだの案山子」
風の盆ステージ
ごへい祭り
橋本五郎時局講演会
第２０回南砺いのくち椿まつり

３月　土曜・日曜・祭日
３／１３（土）・２７（土）
３／１４（日）
３／２０（土）
３／２７（土）～２８（日）

ふれあい青空市「やまだの案山子」運営委員会
越中八尾観光協会
下タ南部公民館
八尾町工場協会
南砺市商工会井口事務所

076－457－2333
076－454－5138
076－484－1202
076－455－3181
0763－64－2239

イベント名 開 催 日 お問合せ先

３月月各地の

●平成 21年分確定申告書の提出期限と納期限・振替日について

●インターネットで申告書が作成できます！
　国税庁ホームページの「確定申告書等作成コーナー」では、画面の案内に従って金額などを入力すれば、税額
などが自動計算され、所得税、消費税（個人）の確定申告書や青色決算書・収支内訳書等が作成できます。
　申告書等を作成した後は、ご自宅のプリンタで印刷して郵送等により税務署へ提出できるほか、同コーナーの
画面上からそのまま e-Tax（イータックス：国税電子申告・納税システム）を利用して税務署に送信（申告）す
ることができます。
　e-Tax を利用して所得税の申告をすると
①最高 5,000 円の税額控除
　（平成 19年分又は 20年分で本控除を受けられた方は受けられません）
②添付書類の提出省略
　（確定申告期限から 3年間、書類の提出又は提示を求められることがあります）
③還付金がスピーディー
　（3週間程度に短縮されます）
　※詳しくは e-Tax ホームページ（www.e-tax.nta.go.jp）をご覧ください。

　　 確定申告書の提出期限
納　期　限 振　替　日

（納付書で納付される場合） （振替納税の場合）

所 得 税  ３月１５日 （月）   ３月１５日 （月）   ４月２２日 （木）

消 費 税  ３月３１日 （水）   ３月３１日 （水）   ４月２７日 （火）

贈 与 税  ３月１５日 （月）   ３月１５日 （月）

税務署から確定申告のお知らせ

　県内経済の現状や商工労働施策などについて、中小企業経営者の皆様から石井知事が直接意見
をお聴きし、今後の県づくりに活かしていきます。
　「元気とやま」の創造に向けて、忌憚のないご意見を、また多数のご参加をお待ちしています。

〈砺波会場〉
・日時　2 月 11 日（木・祝日）14 時〜 15 時 30 分
・場所　オークス砺波平安閣（砺波市三島 11-8）
・定員　100 名程度

〈魚津会場〉
・日時　2 月 16 日（火）10 時 30 分〜 12 時
・場所　ホテル・グランミラージュ（魚津市吉島 1-1-20）
・定員　100 名程度

【お問い合わせ先】富山県経営支援課　TEL 076(444)3247  FAX 076(444)4402

富山県からの
お知らせ 「石井知事の中小企業との対話」が開催されます！


